
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

                                     

 

港っ子 豊岡市立港小学校 

令和４年１月２４日 

学校教育目標 [いのち輝かせ 未来を創る 港っ子の育成] 

 

               

今年の冬は例年より寒く、年末より大雪となる地域が多くありました。幸いにして、

港地区では降雪量も少なく、登下校への支障が少ないのはありがたいです。そのような状況の中、学校

のグランドにも雪が積もることがありました。 

子どもたちは、積み上げられた雪山を利用して 

滑り台にしたり、スコップを持ってきて雪だる 

まを作ったりして季節を感じていました。大雪 

は本当に困りますが、このように子どもたちが 

季節を直に感じる体験ができた楽しい時間を過 

ごすことができました。            ＜うまく作れるかな？＞  ＜雪の滑り台は楽しい＞ 

 

雪あそび 

～  鬼はそと！！ 福はうち！！ ～ 
 1 月・２月・３月は「行く・逃げる・去る」と言われるように、「あっ」という間に過ぎてしまいます。 

学校での生活も４０日を切りました。3 学期は毎日が本当に貴重な時間となり、大切に過ごしています。 

そんな中、新型コロナウイルス感染者の数はその数字を日々更 

新しております。但馬、そして豊岡市におきましても同様であり 

ます。現在、誰が感染してもおかしくない状況があります。感染 

拡大による学級閉鎖や休校の学校が多く出ています。学校では感 

染予防を丁寧に取り組んでおりますが、いつ学級閉鎖になるか分 

かりません。どうか、本校がそのような状況になった折には、ご 

理解とご協力のほどよろしくお願い申し上げます。 

 新型コロナウイルス感染症のような鬼が早く退治され、落ち着 

いた生活が戻ってくれることと、そして順調にこの３学期が進み、みんな元気に学校生活ができますことを

切に祈っています。 

               

 

1 月１９日（水）に地震後の津波を想定した避難訓練を、港認定こども園と合同で実施しました。学

校での学習中に、港地区に津波警報が発令された場合、可能な限り短時間で高い場所に避難できる場所

として、垂直移動で校舎３階としています。訓練では、3 分２９秒で園児・児童が避難完了しました。

命を守るためには、的確な判断と、冷静な行動が求められます。 

そして、集団での行動がカギとなります。今回の訓練の成果と課題を 

今後の地震・津波対応に生かしていきたいと思います。 

 また、当日、１．１７阪神淡路大震災追悼集会を実施しました。本来 

であれば全校生が一同に集まっての追悼集会を実施したかったのですが、 

今回は感染予防を考慮し、各教室で震災についての講話や黙とうを行い 

ました。２７年前に発生した大震災で甚大な災害をもたらした大地震。 

現在、２７年という年月の経過は新たな局面を迎えています。それは、   ＜教室で黙とう＞ 

風化との闘いです。これからも実際に経験していない世代が増えていきます。いかにして、この震災の

教訓を伝えるかだと思います。今から９７年前の大正１４年５月に、ここ港地区の沖を震源とする地震

が発生し、北但大震災として語り継げられていますが、私たちは、その時の教訓を生かして行かなけれ

ばと考えています。 

 

『避難訓練（津波）』・１．１７震災追悼集会 

校訓「共創」  
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スキー教室予備日 

１・２年スケート教室  

入学説明会 卒業写真撮影 

児童集会 

読み聞かせ 

建国記念の日 

職員による読み聞かせ 
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22 
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28 

 

 

(金) 

(火)  

(水) 

(木) 

(金) 

(月) 

 

授業参観 PTA 臨時総会 

こども園１・５交流（1 年生） 

天皇誕生日 家庭読書の日 

学校評議員会  

委員会 

代表委員会 

  

           １月１１日（火）に書き初め大会を実施しました。コロナ禍であり、感染予防
と寒さ対策を兼ねて、各教室で実施しました。新年を迎え、新たな目標や思いを込めた書き初めを行う
ことができました。保護者の皆様にその時の字を見ていただきたく、１３日（木）～２１日（金）まで
書き初め展を計画しておりましたが、新型コロナウイルス感染者増加のため、残念ながら１９日（水）
を最終日としました。参観 
にご来校していただきまし 
た保護者の皆様、誠にあり 
がとうございました。 
 
 
 

＜１年＞        ＜２年＞        ＜３年＞ 
 
 
 
 
 
 
  ＜書き初め展＞ 
                ＜４年＞       ＜５年＞                ＜６年＞ 
                                                               

２月の主な行事予定 

 

書き初め大会 

                        １月２１日（金）、学級園の上で「どんど焼き」を実施しました。「どんど焼き」

は新春の満月の夜に開催される、人々の 1 年間の災いを払い、豊作や商売繁盛、家内安全、無病息災、

子孫繁栄を願って行われる火祭りです。日本だけでなくアジアやヨーロッパでも広く行われているよう

です。今年も小正月辺りでの予定でしたが降雪の為に延期しての実施でした。 

少し雪が舞っている中でしたが、 

書き初め大会で制作した習字を中 

心に焼き、舞い上がる姿を見なが 

ら、今年の願い事と目標を誓いま 

した。お正月の伝統行事を体験し、 

良さや思いをこれからの人に伝え 

てほしいなと思いました。 

『どんど焼き』 

              

新年に入り、新型コロナウイルス感染者が急速に増大したのを受け、３学期に計画されていた行事が

次々に中止や延期、縮小となっています。先ず、1 月に予定していました高学年のスキー教室が延期と

なりました。今年は雪には恵まれていましたが、やむを得ない延期でした。また、スケート教室の実施

も難しい状況にあります。兵庫県下に「まん延防止等重点措置」の適用方針が出た場合は、他の学校行

事や会議等が中止になることもあるかと考えられます。どうぞ、子どもたちの健康を守るためとご理解

とご協力をいただきますようお願い申し上げます。 

 

お知らせ・お願い 

 



 


